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大垣市民病院臨床研究審査委員会議事概要 

 

会議名 臨床研究審査委員会 

開催年月日 
  令和 4年 10月 27日（木曜日）      16時 00分から  

      16時 20分まで  

開催場所 2病棟 1階会議室 

委員長名             前田 敦行 

出席者名 

 

（×）前田 敦行   （○）金森 明    （○）柴田 大河 

（〇）中尾 俊也   （〇）岡田 和智   （○）蜜田 哲也 

（○）澤 幸子    （○）三輪 まゆみ  （○）衣斐 誉人 

（○）大橋 利紀   （○）成田 真    （〇）安田 東始哲 

                

                                     

   

 作成日：令和 4年 10月 31日 

 

＊上記出席者のうち各審議案件に関連する者はその審議採決に参加していない。 

                               以上 11名   
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協議事項及び決定事項 

 

Ａ．本審査対象の臨床研究 

■新規 

○ ニボルマブ単剤治療を受けた非小細胞肺癌患者の観察研究 

研究責任者：呼吸器内科 進藤丈 

臨床研究の実施について当委員会にて審査した 

審査結果：承認 

 

Ｂ．迅速審査対象の臨床研究 

■新規 

○ 胃癌に対する開腹手術と腹腔鏡手術の治療成績の比較検討 

研究責任者：外科 高山祐一 

臨床研究審査委員会の迅速審査による決議に基づき当委員会での報告を行った 

審査結果：承認 

 

○ 脳出血に対する内視鏡的血腫除去術の有効性の検討 

研究責任者：脳神経外科 山本俊 

臨床研究審査委員会の迅速審査による決議に基づき当委員会での報告を行った 

審査結果：承認 

 

○ サークルベッドからの転落が起きている原因を探る～サークルベッドからの転落を減ら

すために～ 

研究責任者：看護部 杉原汰一 

臨床研究審査委員会の迅速審査による決議に基づき当委員会での報告を行った 

審査結果：承認 

 

Ｃ．特定臨床研究 

■新規 

○ リモート行動変容支援と外来診療医への健康データ提供による虚血性心疾患のリスク因

子是正効果に関する研究 

研究責任者：循環器内科 渡邊直樹 

当委員会にて特定臨床研究における事実確認を行った 

審査結果：了承 

 

■継続 

○ JCOG1801: 直腸癌局所再発に対する術前化学放射線療法の意義に関するランダム化比較

第 III相試験 

研究責任者：外科 高山祐一 

当委員会にて特定臨床研究における事実確認を行った 

審査結果：了承 

 

■終了 
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○ PARADIGM study: RAS遺伝子（KRAS/NRAS遺伝子）野生型で化学療法未治療の切除不能進

行再発大腸癌患者に対する mFOLFOX6 + ベバシズマブ併用療法と mFOLFOX6 + パニツムマ

ブ併用療法の有効性及び安全性を比較する第 III相無作為化比較試験 

研究責任者：外科 前田敦行 

当委員会にて特定臨床研究における事実確認を行った 

審査結果：了承 

 

○ 再発危険因子を有するStage II大腸癌に対するUFT/LV療法の臨床的有用性に関する研究

(JFMC46-1201) 

研究責任者：外科 前田敦行 

当委員会にて特定臨床研究における事実確認を行った 

審査結果：了承 


